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ヒ


リ

ク
が
相
模
原

市
で
開
発
を
進
め
て
い
た
物

流
施
設
﹁
ヒ


リ

ク
ロ

ジ
ス
テ

ク
ス
橋
本
﹂
が
完

成
し
た

同
社
が
首
都
圏
近

接
の
好
立
地
で
展
開
す
る

﹁
ヒ


リ

ク
ロ
ジ
ス
テ


ク
ス
﹂
シ
リ

ズ
の
第
４

号
物
件

１
階
と
３
階
に
ト

ラ

ク
バ

ス
を
設
け
た
ス

ロ

プ
型
で

Ｔ
Ｃ
︵
ト
ラ

ン
ス
フ


セ
ン
タ

︶


Ｄ
Ｃ
︵
デ

ス
ト
リ
ビ



シ

ン
セ
ン
タ

︶
ど
ち
ら

の
機
能
に
も
対
応
で
き
る


設
計
・
施
工
は
鉄
建
建
設
が

手
が
け
た


　当社の不動産開発は首都圏の駅近・好立
地をメインに取り組んでおり、地震や水害
などのさまざま災害に対する対策を講じる
ことで安心安全の提供にも力を入れており
ます。
　ヒューリックロジスティクス橋本は最寄
り駅のＪＲ相模線「南橋本駅」から徒歩４
分に位置し、周辺の労働人口も多く、コン
ビニエンスストアにも近いなど雇用確保に
有利な立地特性を有します。
　建物は地上４階建て延床，坪超のス
ロープ型。１・２階、３・４階と２層使い
が可能です。床荷重は１㎡当たり．ｔで、
大型ウイング車のオペレーションに配慮
し、オーバースライダーの開口高は．ｍ
としました。空調設備や仕分けを行うマテ
リアルハンドリング（マテハン）設備の追加
設置も可能な電気容量を有し、幅広いニー
ズに応えられる倉庫仕様としています。共
用部にはラウンジを整備し、快適で働きや
すい環境を提供します。
　機能的で安全な建物となるよう、当社基
準の高い耐震性能に加え、ＢＣＰ（事業継
続計画）対応として時間相当分のライフ
ラインを確保する非常用発電設備を設置し
ました。外構には災害時の備えとしてマン
ホールトイレも設置しています。
　「Ｈ」をかたどったコーポレートシンボ
ルから着想した外装デザインには、「私た
ちがお客さま・社会としっかり手を結び、
強い絆で繋がる」という思いを込めました。
ヒューリックロジスティクスシリーズで統
一したデザインコードとし、入居いただく
テナント企業様や地域との関係を大切に、
今後も当社の企業理念を取り入れた高品質
な施設開発を手がけてまいります。

　本物件は圏央道や国道号が利用可能であり、広域配
送や幹線輸送に便利な相模原エリアに位置しています。
さらに南橋本駅からの良好なアクセスが利便性を高めて
います。この立地特性と物流施設という用途から「環境」
「人」「未来」というキーワードを抽出し、この３つの
要素を「繋ぐ」ことを本施設のコンセプトとしました。
　「環境」の要素としては、豊かな緑に囲まれた相模原
市の地域性を取り入れ、インテリアの各所に木目などの
自然を感じさせる素材を使用しています。また、サステ
ナビリティの観点から、太陽光パネルの設置など、環境
負荷を抑える取り組みを行い、ＣＡＳＢＥＥ　Ａランク・
ＢＥＬＳ★★★★★（ＺＥＢ）の認証を取得しています。

　次に「人」の要素です。駅近という利点を生かし、駅
からの動線と繋がるアプローチがエントランスへと人を
導きます。施設内のラウンジは、働く人々が快適に休憩
できるスペースを提供し、アメニティー向上に寄与して
います。
　「未来」の要素については、相模原市が先端産業の振
興に力を入れており、本施設もその一端を担うことから、
シャープな素材感と端正なデザインで先進性を表現して
います。
　これらの要素を「繋ぐ」ことをイメージして照明やサ
インによる「ライン」を象徴的に用い、コンセプトを具
現化しています。
　また、北側に隣接する住宅に配慮し、南側にトラック
動線を配したプランの採用、およびスロープにより１階
と３階のトラックバースにアクセスできる機能的な計画
も本施設の特徴となっています。
　鉄建建設株式会社　建築本部　設計統括室

　川関　拓郎航空写真（提供：ヒューリック）

外観写真（提供：ヒューリック）

１階　エントランス（提供：ヒューリック）

倉庫内観 ピロティ型車路 ４階　ラウンジ

■工　事　名　称：（仮称）相模原市南橋本物流開発計画
■工　事　場　所：神奈川県相模原市中央区南橋本－－
■建　築　主：ヒューリック株式会社
■監　　　修：株式会社フクダ・アンド・パートナーズ
■設計・監理：鉄建建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：鉄建建設株式会社東京支店
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■階　　　数：地上階
■構　　　造：Ｓ造
■主　要　用　途：倉庫業を営む倉庫
■工　　　期：年月日～年月日

　
本
工
事
で
は
﹁
知
り
な
が
ら
害
を
な
す
な
の
精

神
﹂
﹁
か
も
し
れ
な
い
を
考
え
て
行
動
す
る
﹂

﹁
期
間
内
決
定
を
推
進
﹂の
三
つ
の
行
動
基
準
を
掲

げ
ま
し
た

品
質
管
理
に
最
善
を
尽
く
し
情
報
不

足
・
理
解
不
足
に
よ
る
品
質
低
下
を
起
こ
さ
な
い


安
全
管
理
は
積
極
的
な
危
険
予
知
風
土
を
作
り
思

考
停
止
を
起
こ
さ
な
い

プ
ロ
モ

シ

ン
工
程

の
遅
延
を
防
止
し
作
業
工
程
に
影
響
さ
せ
な
い
｜

な
ど
を
基
本
に
現
場
の
運
営
を
行
い
ま
し
た


　
建
設
地
の
北
側
が
住
宅
地
で
あ
る
こ
と
か
ら


近
隣
影
響
へ
の
対
策
が
必
要
で
し
た

仮
囲
い
に

防
音
壁
を
設
置
し

外
部
足
場
に
は
防
音
パ
ネ
ル

を
設
置
し
て

騒
音
・
振
動
・
粉
塵
対
策
と
し
ま

し
た

ま
た
敷
地
全
体
に
５
カ
所
の
出
入
口
ゲ


ト
を
設
け

作
業
ご
と
に
最
適
な
搬
入
ル

ト
を

計
画
し
て
住
宅
側
に
で
き
る
だ
け
負
担
の
少
な
い

交
通
量
と
な
る
よ
う
に
調
整
し
ま
し
た


　
物
流
施
設
に
求
め
ら
れ
る
高
品
質
な
床
を
実
現

す
る
た
め
に

床
コ
ン
ク
リ

ト
打
設
計
画
は
専

門
会
社
と
何
度
も
協
議
を
重
ね
て

当
現
場
で
の

最
適
計
画
を
探
り
ま
し
た

打
設
管
理

養
生
管

理
は
特
に
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た

そ
の
結
果


床
コ
ン
ク
リ

ト
は
所
定
の
品
質
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た


　
型
枠
・
鉄
筋
等
の
躯
体
工
事
が
夏
期
の
作
業
と

な

た
た
め

熱
中
症
対
策
に
は
頭
を
悩
ま
せ
ま

し
た
が

作
業
員
全
員
に
ア
イ
ス
ス
ラ
リ

を
毎

朝
昼
に
配
布
し
飲
ん
で
も
ら

た
た
と
こ
ろ

以

後
は
熱
中
症
発
症
が
０
に
な
り
効
果
が
高
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た


　
今
回

鉄
骨
を
ベ
ト
ナ
ム
で
製
作
し
ま
し
た


現
地
フ

ブ
は
最
新
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
導
入
し
て
お
り


鉄
骨
製
作
図
は
驚
異
的
な
速
さ
で
修
正
が
行
わ

れ

図
面
工
程
の
管
理
は
ス
ム

ズ
で
し
た

鉄

骨
数
量
は
約
８
０
０
０

あ
り

現
場
組
織
で
の

工
場
製
作
管
理
は
困
難
と
判
断
し

社
内
で
別
チ


ム
を
編
成
し
て
現
地
常
駐
し
て
取
り
組
み
ま
し

た

当
初
は
日
本
品
質
へ
の
理
解
は
乏
し
い
状
況

で
し
た
が

結
果
的
に
は
品
質
・
納
期
共
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
製
品
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た


　
作
業
員
不
足
や
物
価
上
昇
と
困
難
が
重
な
り
合

い
ま
し
た
が

工
事
関
係
者
全
員
の
ご
協
力
に
よ

り
完
成
を
迎
え
ま
し
た

ヒ


リ

ク
様

近

隣
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す

本
建
物
が
末
永
く
愛
さ
れ
る
施

設
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願

て
い
ま
す


　
鉄
建
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設
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東
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黒
羽
　
昭
博


